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( 1 ) 老 朽 化 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 ・ 更 新 に 対 す る 課 題  

1 ) 予 防 保 全 へ の 転 換  

 市 町 村 の 土 木 費 は 約 6 . 5 兆 円 で あ り 、 ピ ー ク 時

（ 1 9 9 3 年 ） の 1 1 . 5 兆 円 に 対 し て 半 減 し て い る 。 一

方 、 老 朽 化 イ ン フ ラ は 年 々 増 加 し て お り 、 低 コ ス ト で

維 持 管 理 を 行 う 必 要 が あ る ① 。 国 交 省 の 試 算 で は 、 事

後 保 全 か ら 予 防 保 全 に 転 換 す る こ と で 、 イ ン フ ラ の 維

持 管 理 ・ 更 新 費 用 が 、 約 5 割 縮 減 で き る と さ れ て い

る 。 よ っ て 、 財 政 面 の 観 点 か ら 、 い か に 予 防 保 全 へ 転

換 す る か が 課 題 ② で あ る 。  

 

2 ) 官 民 連 携 の 推 進  

 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 を 担 う 市 町 村 の 土 木 系 職 員 は 約

9 万 人 で あ り 、 2 0 0 5 年 か ら 約 1 4 % 減 少 し て い る 。 ま

た 、 技 術 系 職 員 が 5 人 以 下 の 市 町 村 は 、 全 体 の 5 0 ％

を 占 め る 。 こ の よ う な 背 景 か ら 、 市 町 村 で は 、 イ ン フ

ラ の 維 持 管 理 に 関 す る 専 門 知 識 や 知 見 が 不 足 し て い

る 。 こ の た め 、 民 間 企 業 の ノ ウ ハ ウ を 取 り 入 れ る 必 要

① 一方が指す内容は、予算に対しての量までです。必要性は分けて書いた方が良いでしょう。→「一

方、老朽化インフラは年々増加している。このため、・・・」 

② まったくもってその通りなのですが、書くべき内容はインフラメンテナンスの第２フェーズです。

第２フェーズは、①群マネ、②群マネに必要な体制構築、③新技術の活用、④DX、⑤国民参加が実

施すべき施策として掲げられています。これらのいずれかを選択して課題設定すべきでしょう。以

下同様。 
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が あ る ③ 。 よ っ て 、 体 制 面 の 観 点 か ら 、 い か に 官 民 連

携 を 推 進 す る か が 課 題 で あ る 。  

 

3 ) 地 下 イ ン フ ラ の 老 朽 化 対 策 に 資 す る 技 術 開 発  

 全 国 の 下 水 道 管 渠 の う ち 、 約 1 0 % が 耐 用 年 数 で あ る

5 0 年 を 超 え て い る 。 更 に 、 2 0 4 0 年 に は 約 4 0 % ま で 増

加 す る 。 下 水 管 ④ 等 の 地 下 イ ン フ ラ は 、 地 上 の イ ン フ

ラ と 比 較 し て 、 目 視 に よ る 点 検 が 困 難 で あ り 、 更 新 に

も 時 間 と コ ス ト が か か る 。 加 え て 、 管 渠 の 損 傷 に 起 因

し て 発 生 す る 道 路 陥 没 は 、 発 生 を 予 測 す る こ と が 難 し

い 。 よ っ て 、 技 術 面 の 観 点 か ら 、 地 下 イ ン フ ラ の 老 朽

化 対 策 に 資 す る 技 術 開 発 ⑤ が 課 題 で あ る 。  

 

( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 地 下 イ ン フ ラ の 老 朽 化 対 策 に 資 す

る 技 術 開 発 」 で あ る 。 選 定 理 由 は 、 新 技 術 の 開 発 は 、

維 持 管 理 費 の 削 減 や 、 人 材 不 足 へ の 対 応 等 、 他 の 課 題

に も 展 開 で き る と 考 え た か ら で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を

示 す 。  

③ 市町村の専門知識や知見が不足しているという要因に対して、なぜ民間企業のノウハウを取り入れ

るのでしょうか。原因と手段の関係性がよく分かりません。 

④ 下水道管渠、下水管とゆれています。意図がないのであれば、統一しましょう。 

⑤ 対象が限定されており、「インフラメンテナンス第２フェーズとして取組を推進するに当たり」と

いう条件を満たしているか疑義があります。もう少し視点を広げ、新技術の活用、DXといった第２

フェーズに位置付けられた施策を踏まえた課題設定が望まれます。 



予想問題_建設必須_ 2025年度技術士建設部門傾向と対策 

 

 

 

 

 

 3 

1 ) モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム の 開 発  

 地 下 の 異 常 に 早 急 に 対 応 す る た め ⑥ 、 下 水 管 等 の 地

中 埋 設 管 に 取 り 付 け た セ ン サ と I o T 技 術 に よ り 異 常 発

生 を 検 知 す る シ ス テ ム を 開 発 す る ⑦ 。  

例 え ば 、 下 水 管 の 場 合 に は 、 管 内 に 水 位 計 を 取 り 付

け 、 管 内 水 の 変 動 を 計 測 し 異 常 を 検 知 す る 。 下 水 管

は 、 下 水 や 硫 化 水 素 に よ り 腐 食 環 境 に あ る 。 こ の た

め 、 セ ン サ は 、 防 食 性 に 優 れ た 光 フ ァ イ バ と す る 。 光

フ ァ イ バ の 変 形 に よ る 信 号 と 水 位 変 動 を 連 動 さ せ 、 水

位 を 計 測 す る ⑧ 。 デ ー タ 転 送 は 、 リ ア ル タ イ ム 性 能 に

優 れ た L T E 通 信 と 、 安 価 な L o R a 通 信 を 使 い 分 け る 。

損 傷 時 に 道 路 陥 没 ま で の リ ー ド タ イ ム が 少 な い 大 口 径

の 下 水 管 に は 、 L T E 通 信 に よ る 高 速 通 信 を 採 用 し 、 リ

ア ル タ イ ム 計 測 を 行 う 。 一 方 、 径 が 小 さ い 下 水 管 に

は 、 消 費 電 力 が 少 な く 通 信 料 も か か ら な い L o R a 通 信

を 採 用 す る 。 ⑨  

 

2 ) 高 効 率 な 補 強 工 法 の 開 発  

⑥ 「に」という助詞が連続しています。また、対応ではなく、発見、把握までではないでしょうか。

→「地下の異常を早急に把握するため」 

⑦ 目的と重複する部分は不要です。→「センサと IoT技術の活用による異常検知システムを開発する」 

⑧ 変形と水位変動を連携させて、水位を計測するのですか。 

⑨ 建設部門なので、通信方式を詳細に説明することに違和感があります。ICT 技術は、上記のほかに

も IC タグ、AI による異常判定、漏水検知などいろいろありますので、フィーチャーすべきものを

検討しましょう。 
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近 年 は 下 水 管 の 破 裂 ⑩ 等 の 事 故 が 相 次 い で い る た

め 、 効 率 的 に 管 の 補 強 を 行 う 工 法 を 開 発 す る 。  

 例 え ば 、 既 設 管 の 内 部 に 塩 化 ビ ニ ル 等 の 施 工 性 の 良

い 材 料 を 巻 き た て 、 管 を 補 強 す る ⑪ 。 効 率 化 の ポ イ ン

ト は 、 既 設 管 を そ の ま ま 利 用 し 、 開 削 を 不 要 と す る こ

と で あ る 。 ま た 、 巻 き 立 て を ロ ボ ッ ト で 自 動 化 す る 。  

 

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

1 ) 自 動 化 に よ る 技 術 力 の 低 下  

 上 記 の 解 決 策 を 実 行 す る こ と に よ り 、 点 検 や 補 強 工

事 が 自 動 化 さ れ る 。 一 方 、 自 動 化 が 浸 透 す る と 、 技 術

者 が シ ス テ ム の 操 作 方 法 し か 習 得 せ ず 、 自 動 化 の 対 象

と し て い な い 新 た な 劣 化 事 象 に 対 応 で き な い リ ス ク が

あ る ⑫ 。  

 対 策 は 、 A R や V R に よ る シ ミ ュ レ ー タ を 導 入 ⑬

し 、 様 々 な 劣 化 事 象 を 想 定 し た 模 擬 訓 練 を 行 う こ と で

⑩ 上水道やガスなら分かりますが、内圧が少ない自然流下の下水道管で破裂という表現に違和感があ

ります。破損の間違いですかね。また、課題が「地下インフラ」としていながら、例示が下水道ば

かりなのも気になります。 

⑪ 菅更生のことを言っているのですかね。そうであるなら、菅更生は、下水道管内側から修復し、長

持ちさせる工法です。補強するとの表現は違和感があります。さらに、菅更生の場合、巻きたてる

という表現も違和感があります。様々工法があり一概には言いにくいのですが、更生材の内部から

空気圧や水圧を利用して既存の下水道管の内面に密着させ、材料を固化させるのが一般的ですかね。

また、菅更生は一応確立された技術なので、技術開発という課題にマッチしているか読点も気にな

ります。 
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あ る 。 ま た 、 退 職 し た 熟 練 技 術 者 に よ る O F F J T を 行

う 。 更 に 、 維 持 管 理 に 関 す る 資 格 制 度 を 導 入 し 、 技 術

力 の 向 上 を 図 る 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 の 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点 は 、 公 益 ・ 安

全 ・ 健 康 ・ 福 利 の 優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 か ら

必 要 に な る 要 点 は 、 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 に お け る 負 の 影

響 の 低 減 で あ る 。 業 務 遂 行 に お い て は 、 こ れ ら の 要 点

を 継 続 し て 意 識 す る こ と に 留 意 す る 。     以 上  

⑫ 見出しにあるように、端的に技術力の低下をリスクとすべきではないでしょうか（見出しと内容の

不整合）。新たな事象に対応できないのもそうですが、仕組みを理解していないとイノベーション

もなければ、ミスも発生しやすくもなりますので、これらすべての要因となっている技術力の低下

を提起した方が適切であるように感じます。 

⑬ なぜ ARや VRなのでしょうか。説明不足で、唐突感があります。 


